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んです。それに父の鍼灸院で鍼灸修
業をやっていくうちに、自分のやり
たいものとちょっと違うなあ、もう
少し刺激的な環境で仕事をしたいと
いう思いが湧いてきて。それで祖母
のところに住まわせてもらって、就
職活動をしました。
　東京には本格スパを始めとして、
足ツボマッサージ、手揉み等々「癒
し」を掲げた所がほんとうにいっぱ
いあります。それだけ皆疲れている
し、また自分を磨きたいと思ってい
る方が多いってことでしょうね。
　結果的に勤めたのは会員制のスパ
で、個室とパーテーションの 2 タイ
プ、ボディケアと鍼治療が一体となっ
ていました。いらっしゃる方々もい

わゆる富裕層で、「リフレッシュボ
ディ」を開くのに大変参考になりま
した。そこで担当していた方がここ
にも来ていただいているんです。
　スムーズに就職できたのは、実家で
2 年間修業した実績があったことが大
きかったのではないでしょうか。

まず「癒し」の場でありたい
　ここでは患者さんではなくて、お
客さまと呼びます。患者さんと言う
と、言われた側は病んでいるという
意識を強く持ってしまうでしょう。
ですので施術が終わっても「お大事
に」とは言いません。それに皆さん、
本当に時間に追われている方々ばか
りで、ここに来られたら時間意識を
取り払っていただきたいので時計も
置いていません。というのもまず「癒
し」の場でありたいんです。

満足度はお客さまが
決めるもの
　治療院では患者さんの病状を診立て
て治療方針を先生が決め、治療を進め
ていかれるわけですが、私はそれとは
ちょっと違っていて、満足度は施術者
側が決めるのではなくて、受ける側が
決めるものではないかと思うんです。
それで私たちは受ける側に選んでもら
う、どうしてほしいかをベースに施術
するようにしています。
　来院される患者さんの求められて
いるのが何か、疾病の程度によって
も違ってくるでしょうが、ここでは

「癒し」を掲げているように、お客さ
まに満足していただく、リフレッシュ
してもらって日常に戻ってもらうの

を第一に考えているので、「痛い」と
おっしゃる場合、その箇所に施鍼は
極力控えるようにしています。実家
の治療院に来られる患者さんと違っ
て、こちらでは痛みに対する耐性が
まったく違いますから、デリケート
な対応を心がける必要があるのです。

学生時代は幅広い経験の時
　自分が経営者になってみてわかっ
たんですが、本当に時間に追われて
ばかりなのです。一緒に働いてくれ
ている方たちへの責任もありますし
ね。だから学生さんたちには、ゆと
りのある学生時代に様々な治療所で、
いろいろな先生方の治療を見たり
様々な経験をしてほしいですね。
　これまで両親は私がやりたいと
言ったことをほとんどひとつも「ダ
メ」だと言わずにやらせてくれまし
た。「一度しかない人生だから好きな
ことをしたらいい」「教育はしたんだ
から後は自分でやってくれ」と私を
信頼して自由にさせてくれたことに
いつも感謝しています。

治療と癒しの
コラボレーションをめざして
都心の一等地、ハイソなイメージをまとった街、東京・六本木。
“都心の上質な日常 ”をコンセプトに昨春オープンした東京ミッドタウンを眼前に、
米澤伸子先生の「リフレッシュボディ」はあります。
室内に一歩足を踏み入れると、そこには周囲のざわめきとは隔絶した落ち着いた空間が広がっていました。
オープンして約半年、これから本格始動という米澤先生に話を伺いました。

少女時代は祖父から鍼治療を
　私は高校生までテニス一筋のテニ
ス少女だったので、肘や脚、腰のケ
ガはもう日常茶飯事。実家は四国・
香川で、祖父、父と鍼灸院を営んで
いましたので、よく鍼や灸で治療し
てもらっていました。
　ご存じの方もいらっしゃると思い
ますが、父も大阪鍼灸（現 森ノ宮医
療学園）専門学校第 7 期卒業です。

「手に職」から鍼灸師を
　高校 2 年生の時、1 年間高校を休
学してカナダに留学しました。田舎
の地元の高校だったので大変でした
が、語学力は確実につきましたね。

帰国後 1 年遅れて高校を卒業したん
ですが、向こうの大学で勉強したく
て、再びカナダに渡って２年間短大
で商業ビジネスを勉強しました。で、
就職ということになるんですが、現
実は、英語ができて、少しビジネス
の知識がある程度では非常に難しい
わけです。それで手に職をと考えて、
身近に感じていた鍼灸師を選んだん
です。

鍼灸技術は父の治療院で習得
　森ノ宮医療学園専門学校を卒業し
て 2 年間、香川の父の鍼灸院を手伝っ
ていました。患者さんには申し訳な
かったなあと思いますが、実地で鍼
灸のスキルアップをしたという感じ

ですね。診療は朝の 8 時半から始ま
るのですが、その前から患者さんは
待ちかまえておられるんです。とく
におじいちゃん、おばあちゃん方に
とって鍼灸は生活の一部、日課と言っ
てもいいくらいで、大体毎日 60 ～ 80
人くらいが来られます。皆さん気が
よい方ばかりで少々痛くても文句は
言われない。免許を取ったばかりの
若葉マーク鍼灸師としては本当に勉
強になりました。

自分らしさを追求したい
　なぜ、香川から東京へ？ とよく聞
かれるんですが、実は母の実家が田
園調布にあって、小さい頃から親し
んでいたので、抵抗はまったくない

米澤伸子先生
森ノ宮医療学園専門学校
第 28 期昼間部鍼灸学科卒業
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リフレッシュボディ（米澤鍼灸治療院）
東京都港区六本木 4-4-2　ヒルサイドパレス 2 階
☎ 03-3478-0114
URL： http://www.refreshbody.jp

撮影：置塩史郎


